別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　　項：商工費　　　目：工鉱業振興費　　　
	事業名:ネットビジネス振興事業費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　商工労働部　商工政策課　政策企画係　電話番号：058-272-1111（内3044）

　　　　　　　E-mail：c11351@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,691千円（前年度予算額：3,700千円）
	要求内容


	１　要求の内容


ネットショップ事業者間や優良事業者との交流・連携による売れるためのノウハウの共有と技術習得等を更に推進するなど、下記の支援施策を展開し、県内事業者の売り上げアップを含めた底上げを図る。

（１）「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」の運営

　①「ネットショップ改造塾」の開催
　・受講者同士が刺激し、高め合い、交流を深めることで売り上げを延ばしたネットシ

　　ョップ改造塾を新年度も継続し、新たに売り上げを更に延ばしたい、経営効率を図

　　りたい店舗を対象とした、少人数制スパルタ式勉強会を開催する。
　②全体例会の開催

　・オンラインショッピングや電子商取引、ＳＮＳ等に関する業界の第一人者等を招い

　　たビジネスセミナーと構成店舗間でのネットショップ運営のノウハウの共有を目的

　　とした交流会・名刺交換会を開催する。

　③テクニカルセミナーの開催
　・ネットショップを運営していく中で必要となる写真撮影やページの作成、露出増加

　　などの技術的なノウハウ、各種関係法令等守るべきルールの提供を行う勉強会を随

　　時開催する。
（２）「ぎふネットショップハイスクール」の開催

　・県内高等学校の生徒を対象に、ネットビジネスにおけるノウハウなどの講義と、商

　　品開発からネットでの商品販売など実際のネットショップ運営の取り組みを通して、

　　インターネットの可能性や商売の厳しさ、楽しさなどを学んでもらう。
（３）Ｅコマースへの参入支援セミナーとＷＥＢ物産展の開催
　①大手インターネットモール出店店舗支援セミナーの開催
　・楽天市場やyahoo等、インターネット上の電子ショッピングモールへの出店や電子

　　商取引（Ｅコマース）に関するビジネス支援セミナーを実施する。

　②「楽天市場」における県物産展開催

　・楽天に出店している県内事業者への販売促進支援として、「楽天市場」特設ページに

　　おいて、食品や工芸品、衣料、日用雑貨などを扱う県内出店者によるインターネッ

　　ト上の物産展を開催し、販路拡大を促進する。
	２　所要経費


（１）「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」の運営（１，４１９千円）
①ネットショップ改造塾の開催　５４３千円

・会場借上、費用弁償等
②全体例会開催　４３３千円

・会場借上、講師謝金・費用弁償等

③テクニカルセミナー　４４３千円

・会場借上、講師謝金・費用弁償等

（２）「ぎふネットショップハイスクール」の開催（４３９千円）

　　・講師謝金・費用弁償等

（３）Ｅコマースへの参入支援セミナーとＷＥＢ物産展の開催（１，８３３千円）

　　①大手インターネットモール出店店舗支援セミナーの開催　３６６千円
・会場借上、講師謝金・費用弁償等

②「楽天市場」における県物産展開催　　１，４６７千円

　　・ 楽天への委託経費等

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	3,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,700

	要求額
	3,691
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,691

	決定額
	3,691
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,691


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　多くのネットショップ事業者間の交流に伴うビジネスチャンスの拡大や、Ｅコマースに係るテクニカルな知識の提供によるスキルアップ支援により、地元に居ながらにして地域外からお金を稼ぐ地域をつくります。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	岐阜ネットショップマスターズ倶楽部会員数
	0社
（H22）
	（H  ）
	295社
（H23）
	322社
（H24）
	350社
（H25）
	92％


	超絶ネットショップ改造塾の参加店舗数
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	20店舗
（H24）
	40店舗
（H25）
	50％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」の運営

　①ネットショップ改造塾の開催

　・平成２４年度初めて開催。全国規模の店舗経営と売り上げを誇るネットショップ

　　経営者を講師に迎え、商品の見せ方から経営改善の方法までを学ぶ、少人数・会

　　費制の勉強会。半年にわたり、常に添削による宿題の提出を求める。

　・参加店舗　２０店舗

　②全体例会の開催
・平成２２年６月にインターネットショップを運営している県内事業者が集まる異
　業種交流会「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」を設立。会員数は３２２社

　（平成２４年９月末）。各地域でのスキルアップのための勉強会開催や、講演会、名刺交換会を開催。

　　○第１回例会
・日時：平成２４年８月３０日（木）　大垣市情報工房　

・講師：宮坂友大氏　桜丘製作所(株) 代表取締役社長
　　　　　演題　「いいね！」を増やすFacebookページとは？

　　　　洞本昌明氏　セレクチュアー(株) 代表取締役社長　

　　　　　演題　EC競争時代のブランド戦略
・参加者：１０６名（会員相互の交流会もあわせて実施。）　

　　※第２回例会は平成２５年２月開催を予定

　③ネットショップ運営等スキルアップセミナーの開催

　　○テクニカルセミナー

各店舗のレベル（売り上げ等）に応じた少人数制のスキルアップセミナーを開催。

 日 付

名　　称
会　　　場

参加者

24.9.5

写真撮影　初級編 

ソフトピアジャパン

　19名

24.9.13

写真撮影　中級編

多治見市産業文化センター

　18名

24.9.20

写真加工編

ソフトピアジャパン

　14名

24.11.8

レイアウト編

ソフトピアジャパン

　14名

　　○通販に関する法律セミナー
・日時：平成２４年７月１９日（木）　ふれあい福寿会館大会議室
・講演団体：公益社団法人　日本通信販売協会

・参加者：６７名
○ＥＣ合同勉強会（予定）

・日時：平成２４年１１月２７日（火）　ふれあい福寿会館大会議室

　　・参加者：県内企業及び東海イービジネス研究会会員企業
（２）「ぎふネットショップハイスクールの開催
　・平成２２年度、２３年度において、楽天㈱と連携し実施した「楽天ＩＴ学校」事

　　業を引継ぎ、岐阜県の独自事業として、県内高校生を対象としたネットショップ

　　授業を平成２４年度から実施

　・平成２４年度は県内５高等学校から４２名の生徒が参加。実際のビジネスに結び

　　つく考え方から商品開発・販売まで一連のビジネススキルを学ぶ。
（３）Ｅコマース参入支援セミナーとＷＥＢ物産展の開催
　①大手インターネットモール出店店舗支援セミナーの開催

　・楽天㈱、㈱ﾃﾞｨｰ･ｴﾇ･ｴｰ等と連携し、出店支援セミナーを開催中。

　　○「楽天市場ジャンル別セミナー」
・日時：平成２４年６月７日（木）　ふれあい福寿会館展望レセプションホール  　
・参加者：４０名

　○「bidders新規出店支援セミナー」
・日時：平成２４年　６月１１日（月）岐阜会場（岐阜メモリアルセンター）
平成２４年　６月１２日（火）多治見会場（多治見産業文化センター）

平成２４年１１月１３日（火）岐阜会場（岐阜メモリアルセンター）

　　・参加者：延べ１０３名
　②「楽天市場」における県物産展開催

　　○「ぎふ飛騨牛フェア」

　　・目的：岐阜県のブランド牛「飛騨牛」の認知度向上、消費拡大
　　・開催期間：平成２４年１０月１日（月）～１１月１日（木）

　　・参加店舗：３６店舗

　　・取扱商品： 「飛騨牛」及び岐阜県関連食品等


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　（公財）日本通信販売協会の調査によると、２０１１年度通販業界全体の売上高は、前年比９．０％増の５兆９００億円と、初の５兆円台を記録。前年比約４，２００億円の増加となっている。流通全般ではデフレなどの影響で消費低迷が指摘されているが、通販市場はネット通販を中心に過去１０年でおよそ２倍となっており、今後も引き続き伸びが期待される。
　　また、これまでのネットショップ支援施策により、①県内ネットショップ店舗数において、７９２店舗まで増加や、②流通総額約９０億円（平成２１年度）から約１４０億円（平成２３年度）と約５０億円もの増加。（①②いずれも楽天㈱より）など、県外からの地域外所得獲得につながり、地域経済の活性化に寄与している。

　　しかしながら、首都圏及び大手の店舗と比べると１店舗あたりの売り上げ金額が　

　少ないことから、更に店舗間の交流・連携を更に深め、店舗ごとのレベルアップに

　よる売り上げ向上を図る必要がある。

（１）「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」の運営
県内ネットショップ運営事業者の異業種交流会「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」の設立と全体例会の開催により、ネットショップ事業者が相互に交流を図り、売上げ向上の情報交換を行う場の創出につながった。
（２）「ぎふネットショップハイスクール」の開催

　　平成２４年度からは「ぎふネットショップハイスクール」と題し、岐阜県独自事

　業として県内商業高校と連携して、当該生徒を中心にネットショップでの商品開発・

　販売から得た失敗・成功例を経験することで、実際のビジネスの基本的な考え方等

　を実体験から学ぶことができた。

　　岐阜県独自事業としたことにより、地域産業としてのネットショップを運営する

　可能性を持つ人材を育成することができる継続的な道筋を構成することができた。

（３）「楽天市場における県物産展の開催
　　県内店舗が最も多く出店している楽天市場において物産展を開催することで、一

　般ユーザーの注目度を上げると共に、店舗の売り上げ向上に寄与することができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　地域が過疎化し、商店街も空洞化している中で、居住地から動かないままで商圏を地域のみならず世界にまで拡げられるネットビジネスの振興は、必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	岐阜県内の楽天市場出展事業者のみであるが、約12,000百万円（2010）→約14,000百万円（2011）と流通があがっており、効果が現れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	ネットビジネス事業者が必要とする施策をその都度聞き取り、その上で施策に反映し実施しているため、無駄な事業が少ない。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　ネットビジネス事業者同士の交流機会の提供により、相互に問題意識を共有し、解決するという横の連携がようやく形になりつつある。しかしながら、店舗それぞれが売り上げも取扱商材も異なるため、事業者に応じた支援施策をきめ細かく実施する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　県内ネットビジネス事業者の多くが売り上げを伸ばし切れず、悩んでいる事業者もまだまだ多く存在するため、事業者相互の交流機会の提供による問題解決と、事業者レベルに応じた真に必要な支援施策を実施していく。


